
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

第9回ボランティア活動展が、３月２７日(日)から２９日

(火)までの３日間にわたって開催されました。 

社会福祉会館の２階にパネルが、ところ狭しと並べら

れて、思い思いに飾り付けされています。どれから見た

らいいのかわからないほどです！みなさんの熱意が伝

わってきます。このように一堂に見ることは、活動展以

外にはないので、見に来て良かったです。 

ひとくちにボランティアと言ってもいろいろな活動があ

ります。河内音頭やダンス、劇など、賑やかなものから、

点字や手話、傾聴など派手さはないけれど、みんな同じ

ように大切な活動です。そのほかにも子育て支援、体操、

運転ボランティアなど、とにかくたくさんあります。活動を

通して喜びや生きがいを感じておられる様子が展示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

を見て伝わってきます。 

 笑顔いっぱい!! 楽しさいっぱい!! 体験コーナーでは、

折り紙、バルーン、フラダンスなどがありました。２日目

の午後、折り紙を折っておられる様子を見させていただ

きましたが、みなさん童心に帰って楽しそうにしておられ

ました。会長さんが終わりの挨拶のなかで、ボランティア

同志の相互理解、良い交わりのひとときになったのでは

と言っておられましたが、まさにそのとおりだと思います。

雨が降って少し肌寒い気候でしたが福祉会館の中は、

みなさんの笑顔がはじけて暖かかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パンフレットの表紙に「誰もが夢を持ち」と書いてあり

ました。夢を持つ・・・いつ以来かなぁ～・・・夢を忘れてい

たので新鮮に感じられました。子育ても終わり、定年に

もなって、これで終わりではなく、夢を持って生きること

ができたら素晴らしいですよね!! これから、ひと花ふた

花咲かせたいと思っている人も、暇を持て余している人

も少し余裕ができた今だからこそ、持てる夢もあると思

います。みなさんの明るく元気な笑顔を見ていると、ボラ

ンティアも選択肢のひとつだと思いませんか。私は有り

だと思います。 

「共に創る福祉のまちづくり」のために、みんな集まれ!! 

 
サポートやお 

ボランティアだより 

★発行 社会福祉法人 八尾市社会福祉協議会、八尾市ボランティア連絡会 
★住所 〒581-0018  八尾市青山町 4－4－18 在宅福祉サービスネットワークセンター内 

第 69 号 

2016 年 6 月 20 日 

２０１６年６月２０日 第６９号（１）

第 ９ 回 

── み な さ ん、心 に 夢 を！！ ── 

 

展示風景 

展示コーナーの様子 

にぎわった体験コーナー 



 
 
 
 
 

３月１４日大阪府社会福祉指導センターでの研修交流

会にお伺いしました。午前の会議に続いての活動です。 

 先ずは、舞台で、子どもに対する活動発表が 2 本あり

ました。その後、体験コーナーが始まりました。スマイル

体操や歌体操と同時に「折り紙」「手遊び・つながり遊

び」「今年の干支の根付け」等の作業があり、多くの参

加者で会場は、大変賑わっていました。 

八尾市から参加したのは、「いきいき歌体操グルー

プ」の歌体操と「SA 八尾・柏原」の兜のコマ作りでした。 

歌体操では、音楽に合わせて指の先から足の先まで、

動かして体操をします。簡単な体操なのに動かすからな

のか、体が温まり、汗ばんでいる人もおられました。終

わった後は、みんな気持ちよさそうで笑顔でした。 

兜のコマ作りのコーナーでは、「兜は昔作ったが、もう

忘れてしまったなー」と仰っておられても、作り始めると

思い出します。ドンドン作り、組み合わせて、回してみる

と「よく回った」と歓声が上がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、再度舞台で、高齢者に対する活動発表が 

2 本ありました。 

 八尾市から参加したのは、傾聴「えくぼ」の発表でした。 

劇により、良い傾聴と良くない傾聴の例を比較して演じ 

ることにより、傾聴の大切さを伝えようという発表で方法 

も内容も、素晴らしいものでした。 

 

 
 
 

 

私たちは当初、八尾市シルバーリーダー養成講座の

修了者で、組織されました。その当時は、指導者をお迎

えして、マジックの技術を学びました。しかし、現在はマ

ジックを楽しみたい者が一緒に、DVD を見ながら又は互

いに教えあいながら、活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員には、初めて学ぶ人、プロと言える人、多くのマ

ジックを知っている人、道具を器用に製作する人など、 

 

多様な人材がいます。そのための苦労もあります。 

工夫（１） 「以前は、できたが、忘れてしまった○○マ

ジックを教えてほしい」との希望が出ると、初めての方に

は、その材料を用意して、共に学び楽しんでいます。 

工夫（２） 各自の得意なマジックを披露し、要望があ

ればそれを、仲間に教える。 

工夫（３） 新しいマジックの道具を購入する場合は、

希望を募り取り寄せるかどうかを諮り、皆が納得できる

ようにしています。 

☆ マジックの醍醐味は ☆ 

・「お客さんの驚いた顔」が見える。 

・「どうなっているの？」との声が聞こえる。 

・最後に大きい拍手がある。 

この時の達成感・充実感だと思っています。 

 一緒にマジックをして、楽しみませんか。毎月第 3 木曜

日に集まっています。

２０１６年６月２０日 第６９号（２）

“ 笑顔いっぱい！！ ボランティア会場 ” 

八尾マジック同好会 
徳平 政夫 

大阪府市町村ボランティア連絡会 

 

八尾傾聴「えくぼ」の発表 

マジックショー 

平成２８年度 研修交流会







 
 
 
 

視覚障がい者の方に文字情報を音声で提供する活動 

市政だよりや障がい者団体の会報、料理テキスト、

依頼図書等の録音（音声化） 

活動日 毎月第２(勉強会)、第 4(定例会) 水曜日 

活動場所 社会福祉会館 自宅 

 

内容を音声で正しく伝えるために、表や同音異義語

の処理など原稿の下調べは必要で、常に学習を積み重

ね知識を豊かにされています。録音の時は、特に集中

力が必要で、録音室や自宅で作業をされており、パソコ

ンや録音機器の操作などの録音技術向上にも努められ

ています。録音機は貸出しされています。 

 最近では、数々のプライベート図書の依頼や依頼者と

直接対面しながらの朗読も引き受けられ、活動の幅も

広がってきています。毎年八尾市主催の音訳講習会

（春に市政だよりで募集）があります。 

あなたの声をリスナーに届けてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

扉を開け、一歩足を踏み入れたそこは、施設ではなく

「お家」そのもの。 

独り暮らしの方や、家族がいても、昼間一人で過ごし

ている方の居場所作りとして、住宅街の一軒家で１５年

前に開所されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険を使っていない方が対象ですが、最高年齢 

は何と９５歳！かれこれ１０年以上、元気に通われて

いるそうです。 

デイハウスでの一日は、午前中は主に介護予防教室。

午後はゲームや手作りコーナー、お茶タイム。訪問した

日は、２０人ほどの利用者さんがおられ、とても賑やか。

手作りのビンゴゲームや、ちぎり絵をされている方もお

られました。ちぎり絵を拝見していると、とても細かな作

業で、丁寧に、そして和気あいあいと作品づくりに励ま

れていました。 

“田んぼ”の意味は、生命の源であり、そこから生まれ、

育ち、実る。住み慣れた土地で、老後を豊かにいきいき

と生活を送ることが出来るように、お手伝いしたいという

お話を伺いました。 

家族的な雰囲気、ふれあいの場を提供している“田ん

ぼ”でした。

２０１６年６月２０日 第６９号（５）

広がれボランティアの輪 50 

会員募集 
音訳グループの活動に、興味をお持ちの方

は、サポートやおボランティアセンターまで、

ご一報ください。 
お待ちしております。 

福祉施設訪問 51 
街かどデイハウス・田んぼ 

ちぎり絵をされている利用者さん 

録音練習風景 



    
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

   

                      

                        

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   
 
 
 

２０１６年６月２０日 第６９号（６）

社会福祉法人 

八尾市社会福祉協議会 

ボランティアセンター 

〒５８１－００１８ 

大阪府八尾市青山町４－４－１８ 

八尾市在宅福祉サービス 

ネットワークセンター内 

（サポートやお） 

電話：０７２－９２５－１０４５ 

ＦＡＸ：０７２－９２５－１１６１ 

 syakyoyao@mth.biglobe.ne.jp 
メールマガジン 

「やおボラＮＥＷＳ携帯版」 

http://m.mag2.jp/M0073749 

 

 

 

 

 

地図 

大下 地恵子、尾崎 光二、二葉 登代子、森原 榮子、舘 邦夫、 

藤後 聡子、池田松代、高橋弘子、谷 敏克、富井元子、森昌子 

ボランティア体験プログラムに参加しよう!!  

ボランティアをしたいけれど、どうしていいかわからない方、いつもと違った活

動をしたい方、そんな方たちを対象に八尾市内の福祉施設や団体の協力を得て、

ボランティア体験プログラムを実施します。７月１日から９月３０日までの３か

月の間で、1 日～3 日、自分が活動できる日と活動先を指定していただくので、

どなたでも参加できます。詳細は、３，４ページをご覧ください。協力施設、団

体、説明会の日程を掲載しています。 

ボランティアは初めてだという方も大歓迎！ 説明会にぜひお越しください。 

熊本地震の災害ボランティアに行かれる方へ 

 災害ボランティアに行かれる方は、ボランティア保険

に加入する必要があります。 

 サポートやお ボランティアセンターでは、ボランテ

ィア保険の取り扱いをしております。 

ぜひ、ご利用ください。

 

運転ボランティア募集 

 車いすに座ったまま乗車

できる福祉車両の、運転ボ

ランティアしませんか。免

許証が無くても大丈夫！ 

助手のボランティアもあり

ます。 

 ぜひ、お越しください。 

編集委員：
 


